
開校当時の思い 
校長 及 川 年 彦 

 

学校の沿革史（学校の歴史を示す基本文書）を紐解いてみると、開校当時の様子が次のように書かれて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでいると、当時の町民の皆さんの『子どもたちのために』

という思いがとても伝わってきます。その熱い思いは、１０２

年経った今も全く変わらないということを、先日のＰＴＡ１人

１サポート「グラウンド整備（運動会サポート）」で実感しま

した。４０名近くの保護者の方々が集まり、１時間以上かけて

整地や草取りを黙々と行ってくれました。おかげをもちまし

て、５月３１日（土）の運動会を無事実施することができます。

本当にありがとうございました。保護者、地域の皆様には、今

後も子どもたちのために、本校の教育活動並びにＰＴＡ活動に

お力添えをいただきますようどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年5月26日発行 No.3 

【目指す学校】   

 

 

                                            

＜学校教育目標＞ かしこく なかよく たくましく 
 

小樽市立長橋小学校だより  

長橋小 HP 

第一次世界大戦（大正７（１９１８）年）が終わってから、小樽はいよいよ発展しました。人

口は毎年４、５千人、家の数は１，０００軒ずつぐらい増えていきました。そのため、緑町や長

橋方面にも住宅が建つようになり、緑小学校（平成３０（２０１８）年閉校）は大正９（１９２

０）年に小樽市で１２番目の学校として建てられました。 

そのころ長橋は、砂留の池からオタモイまでの間に４００軒ぐらいより家はありませんでした

が、子どもたちは色内小学校（平成２８（２０１６）年閉校）か手宮西小学校（平成２８（２０

１６）年閉校）に通学していたのです。ぬかるみのひどい川沿いの道や畑の道を３キロ以上も行

き帰りする苦労は大変なものでした。「何とかして、長橋にも学校を建てたい。」それが、その頃

の全ての町民の願いでした。 

大正８（１９１９）年頃から、何人もの町民が入れ替わり立ち替わり区長さん（当時は小樽

区）に願い出ました。青年団の人たちは１軒１軒家庭をまわって子どもの数を調べたりもしまし

た。大正１１（１９２２）年に小樽は市になりました。この年は学制をしいて５０年にあたり、

初代市長は佐柳藤太さんという人でした。教育には非常に熱心な市長さんで長橋町民の願いを

「もっともだ」と考え、市議会にはかり文部省（現文科省）に申し出るとともに土地を探し始め

ました。そして、当時畑であった場所（２，６１８坪）を東京の地主前川さんから買い受け、政

府の許可を待っていました。政府から許可がおりたのが大正１２（１９２３）年６月１０日のこ

とでした。町民の喜びは大変なものだったそうです。現在、６月１０日を開校記念日と定めてい

るのはそのためです。そして、今年は１０２回目の開校記念日をまもなく迎えます。 

令和７年度 学童・生徒のボランティア活動普及事業協力校 
北海道社会福祉協議会では、学校において福祉活動、福祉の学習が推進されるよう、学童・生徒 

のボランティア活動普及事業を昭和５２年より実施してきました。昨年度に引き続き、本校がその

協力校として活動しています。その主な活動内容は、「総合的な学習の時間における福祉の学習」

「学校行事への地域の方々の招待」「児童会による共同募金の実施（昨年は保護者の方にもご協力い

ただきました。）」などです。その様子は、学校だよりや学校ホームページで紹介していきます。 



【春の遠足】元気に歩きました！                                       

 ５月１６日（金）、「春の遠足」がありました。朝から気持ちの良い青空が広がり、登校してきた子ども

たちの顔も、とっても晴れやかでした。また今回は、今年度からスタートしたＰＴＡの「１人１サポート」

の初めての取組として、遠足サポーターを募集しました。その結果、２年生・３年生・６年生にＰＴＡの

方がサポーターとして就いてくださいました。短い期間での募集にも関わらず、快くお引き受けくださ

いまして、本当にありがとうございました。おかげをもちまして、どの学年も大きな事故やトラブルなど

もなく、それぞれの場所で自然に親しんだり、仲良く遊んだりして、元気に帰ってくることができまし

た。保護者の皆様におかれましては、早朝よりお弁当や飲み物などを準備いただき、誠にありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【運動会練習】スローガン「全力であきらめず協力しよう」                                                                                 
 ５月２１日（水）より、今年度の運動会に向けた特別時間割がスタートしました。それぞれの学年の練

習に加えて、全校や各群など複数学年にまたがる取組も行われます。２３日（金）には、全校で「よさこ

い」の練習を行いました。子どもたちが鳴子を持ってグラウンドで踊るのは、これが初めてになります。

前回の体育館練習では、隊形の移動に少し苦労する様子も見られましたが、今回はその反省を生かし、特

に低学年（１・２年生）の皆さんがきびきびと動く様子がありました。もちろん、中学年以上の皆さんも

それぞれに積み重ねてきたことを発揮し、最後まで集中して踊りに取り組む姿がありました。 

中でも素晴らかったことは、取組の合間など担当の先生からのお話を聞く場面で、鳴子の音が殆ど聞こ

えなかったことです。事前に先生との約束もあったかと思いますが、日頃から授業などで話の聞き方が

しっかり身に付いているからだと思います。5月 31日（土）の本番では、スローガンにある子どもの姿

を楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意ください 
 ここ数週間、市内では不審者情報が寄せられています。不審者に遭遇し、『身の危険』を感じたら 

「防犯ブザーをならす」「大声で助けを求める」「すぐ近くの家に避難する」そして、必ず警察に通

報しましょう。また、交通安全にはくれぐれも気をつけるよう、ご家庭でも繰り返しお話しくださ

い。地域の皆様も、子どもたちの安全に「目配り」「気配り」をよろしくお願いします。 


